
新
撰
髄
脳
ｏ
九
品
和
歌
と
詩
品

大

矢

根

文

久

郎

古
今
集
序

と
六
朝
詩
論
、
と
り
わ
け
梁

の
鍾
喋

の
詩
品

と
の
浅
か
ら
ぬ
関
係

に

つ
い
て
は
、
先

に
土
日
杏
村
が

「
文
学

の
発
生
」

に

於

て
指
摘

し
、
近
く

は
太
田
兵

三
郎
氏
が

「
六
朝
詩
論

と
古
今
集
」

の
う
ち

で
論
じ
て
い
る
。
私

は
今
、
古
今
集
序

の
書
か
れ
た
延
喜

五
年

か
ら
約

百
余
年

の
後

に
書
か
れ

た
で
あ
ろ
う
藤
原
公
任

の
新
撰
髄
脳
や
九
品
和
歌

ど
鍾
際

の
詩
品

と
の
関
係

に

つ
い
て
柳
か
考
察

し
て
見

よ
う

と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ

公
任
は
和
歌
の
理
想
を
貫
之
に
お
い
て
い
る
と
見
え
て
、
新
撰
髄
脳
に

貰
之
男
恒

は
中
比

の
上
手
な
り
今

の
人

の
こ
の
む
こ
れ
が
さ
ま
な
る
べ
し

と
あ

る

し
、

風
ふ
け
ば
沖

つ
自
波
立
田
山
夜
半
に
や
君
が
独
り
こ
ゆ
ら
ん

こ
れ
を
歌

の
本

と
す

べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

新
撰
髄
脳

。
九
品
和
歌
と
詩
品

三
〇

一



日
本
文
学
論
致
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇
二

と
も
あ
る
が
、
久
松
潜

一
校
定
本
に
は
、
橋
本
進
吉
旧
蔵
本

・
古
語
深
秘
抄
本

・
歌
学
大
系
本
等
に
従

っ
て
、

是
は
貫
之
が
歌
の
本
に
す
べ
し
と
い
ひ
け
る
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

と
傍
記
し
て
あ
る
。
和
歌
の
上
手
と
許
す
貫
之
が

「
手
本
に
せ
よ
」
と
い
っ
た
と
い
う
和
歌
を
ば
髄
脳
の
真
先
に
掲
げ
る
か
ら
に
は
、

公
任
は
貫
之
を
理
想
と
し
て
い
る
と
断
じ
て
よ
く
、
又
袋
草
紙
上
に
朗
詠
江
注
を
引
い
て

四
条
大
納
言

（公
任
）
六
条
宮

（
具
平
親
玉
）
被
レ談
云
、
貫
之
歌
仙
也
。
富
云
、
不
ン可
レ及
二人
丸
一。
納
言
云
、
不
レ可
ン然
。

と
あ
る
の
を
見
る
と
、
い
よ
／
ヽ
そ
の
感
を
深
う
す
る
。
従

っ
て
公
任
の
歌
論
は
貫
之
の
歌
論
を
継
承
し
て
い
る
と
推
断
し
て
も
略
々

過
誤
は
な
か
ろ
う
と
考
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
，

さ
て
貫
之
の
歌
論
を
示
す
古
今
集
序
が
、
す
で
に
諸
家
の
考
証
に
よ
っ
て
明
か
な
よ
”
に
詩
品
を
中
心
に
し
た
六
朝
歌
論
と
の
深
い

関
係
を
思
え
ば
、
公
任
の
撰
す
る
髄
脳

。
九
品
の
二
書
も
亦
そ
の
影
響
な
し
と
は
言
い
得
な
い
も
の
が
あ
ろ

，
。
先
ず
平
安
初
期
の
漢

文
学
隆
昌
の
反
動
と
し
て
延
喜
頃
の
和
歌
中
心
の
文
芸
時
代
が
訪
れ
て
、
そ
の
極
点
を
示
す
古
今
集
が
生
れ
る
頃
に
な
る
と
、
高
葉
集

に
見
ら
れ
る
批
評
的
精
神
は
一
層
明
確
に
な
る
。
そ
し
て
和
歌
が
通
信
に
代
る
ま
で
に
普
及
し
流
行
す
れ
ば
、
歌
合
の
催
は
一
層
盛
に

な
っ
て
和
歌
の
品
定
が
い
よ
／
ヽ
や
か
ま
し
く
な
っ
て
来
た
。
す
る
と
こ
の
風
潮
に
応
え
て
人
々
へ
和
歌
優
劣
の
標
準
を
明
確
に
与

え
て
や
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
。
新
撰
髄
脳

・
九
品
和
歌
と
い
う
品
定
の
専
書
は
こ
う
し
た
時
代
的
要
求
と
使
命
と
を
帯
び
て
生
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
こ
れ
を
撰
す
る
者
へ
の
時
代
的
要
求
は
①
有
数
の
歌
人
で
あ
る
こ
と
②
古
今
の
歌
論
に
通
じ
て
い
る
こ
と

③
中
国
文
学
に
も
通
暁
し
、
わ
け
て
も
中
国
詩
論
に
も
通
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
公
任
は
最
も
こ
の
要
求
に
応
え
得
る
人
で

あ
っ
た
。
特
に
③
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
平
安
朝
文
学
は
日
本
独
自
の
文
学
と
し
て
発
展
し
つ
ヽ
あ
っ
た
と
は
い
え
、　
一
方
又

中
国
文
学
の
影
響
を
根
強
く
う
け
て
お
り
、
全
然
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
到
底
出
来
な
い
。
の
み
な
ら
ず
中
国
文
学
で
は
五
言
詩
の



完
成
し
た
の
は
魏
晋
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
賦
に
代

っ
て
文
学
的
主
位
を
占
め
た
の
は
斉

。
梁
の
間
に
あ
る
。
こ
れ
と
併
行
し
て
老
荘
的

自
由
主
義
が
魏
晋
以
来
の
思
想
界
を
風
靡
す
る
と
、批
評
の
精
神
が
勃
然
と
し
て
起

っ
て
き
、
文
学
上
で
も
典
論

。
文
賦

。
文
章
流
別

・

丈
心
雌
龍
な
ど
の
文
学
論
が
生
れ
て
く
る
。
然
し
こ
れ
等
は
主
に
詩
賦
散
文
な
ど
文
学
の
全
分
野
に
わ
た
っ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
五
言

詩
の
み
の
評
論
で
は
な
い
。
斉

・
梁
に
な
っ
て
、
五
言
詩
が
文
学
の
主
流
と
な
り
而
も
声
律
詩
の
時
代
が
く
る
と
、
嘗
て
晋
の
石
崇
が

金
谷
国
で
催
し
た
よ
う
な
詩
会
が
頻
り
と
催
さ
れ
、
又
世
説
新
語
の
文
学
篇
に

顔
延
之
嘗
問
Ｔ鯉
明
遠
一げ
ぎ
ば
）謝
康
梁
一匠
劣
工
。鯉
日
、謝
五
言
如
二初
嚢
芙
蓉
一、自
然
畔
レ愛
。一【詩
若
二鏑
錦
列
繍
Ｌ
亦
離
績
満
レ眼
。

と
あ
る
よ
う
な
五
言
詩
の
優
劣
を
品
定
す
る
風
が
益
々
盛
と
な
る
。
そ
の
結
果
当
然
五
言
詩
品
定
の
書
が
生
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と

思
う
。
詩
品
は
こ
う
し
た
時
代
の
必
然
的
要
求
か
ら
生
れ
た
の
で
あ
る
と
思
う
が
、
更
に
沈
約
・
謝
眺
ら
の
創
始
し
た
声
律
詩
を
う
け

つ
ぐ
人
々
の
間
で
は
、
と
か
く
形
式

（声
律
）
の
み
に
抱
泥
し
て
詩
本
来
の
姿
を
忘
れ
る
傾
向
が
多
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
是
正
す
る

意
図
を
も
含
め
て
詩
品
が
撰
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
先
ず
考
え
て
お
き
た
い
。

さ
て
公
任
が
和
歌
品
定
の
書
を
も
の
し
よ
う
と
す
る
時
、
中
国
の
詩
論
を
も
参
考
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
な
性
格
の
類

似
か
ら
も
詩
品
を
選
ぶ
の
は
蓋
し
当
然
の
こ
と
ヽ
想
わ
れ
る
。
公
任
が
和
漢
朗
詠
集
を
撰
す
る
程
の
漢
文
学
者
で
も
あ
る
こ
と
を
思
う

と
髄
脳
九
品
の
二
書
と
詩
品
と
の
間
に
は
深
い
関
係
の
あ
る
こ
と
を
一
層
予
想
さ
せ
て
な
ら
な
い
。
こ
の
事
は
両
者
を
比
較
検
討
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
更
に
一
層
明
瞭
に
な
る
。

構
成
上
よ
う
の
比
較

（１
）
　

詩
品
は
総
論
的
な
序
の
部
分
と
各
論
的
な
上
品

。
中
品

新
撰
髄
脳
¨
軌
品
和
歌
と
詩
品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

下
品
の
両
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
　
序
に
つ
い
て
は
歴
代
詩
話

三
〇
三



三
〇
四

日
本
文
学
論
孜

本

と
漢
魏
叢
書
本

・寵
威
秘

書
本

と
で
あ

つ
か

い
方
が
違

っ
て
い
る
。
詩
話
本

で
は
巻
頭

の

「
気
之
動
レ
物

」
か
ら

「
文
彩
之
部

林
」
ま

で
の
千
八
百
六
十

二
字

を
序

と
し
て
上
品

の
前

に
置
く
が
、
但
し

「
均
二
之
於
談

笑

・
耳
」
ま
で
を

一
段
、
「
一
品
之
中
」
よ
り

「
請
寄
二

知
者

・爾

」
ま

で
を
二
段
、
「
昔
曹
劉

」
か
ら

「
文
彩
之
郡

林
」
ま
で
を
三
段

と
し
て
い
る

０
に
対

し
、
叢
書
本

な
ど
で
は
詩
話
本

の

一

段

を
ば
上
品

の
序

と
し
、

二
段

を
中
品

の
序

、
三
段

を
下
品

の
序

に
分
置

し
て
あ

る
。
そ

の
い
ず

れ
が
鍾
際

の
原
形

に
近

い
か
は
遠
か

に
定

め
か
ね
る
が
、
中
品
序

と
い
わ
れ

る
部
分

の

「
一
品
之
中
、
略
以
二
世
代

・篤
二
先
後

ヽ
不
下
以
こ
優
劣

・篤
中
詮
次
上
。
」

と
か
「
又
そ

の

末
尾

の

「
陸
機
文
賦

‥
―
・喋
今
所
レ
録
、
止
二
於
五
言

Ъ

雖
レ
然
網
〓
羅

今
古

ヽ

詞
文
殆
集
、
経

欲
ヽ
排

二
彰
清
濁

・椅
申
撫
病
利
上
。
凡
百

二
十
人
。
預
二
此
宗

流

・者
、
便
櫓
〓
才
子

ヽ

至
二
斯

三
品

ヽ

升
降

差
非
二
定
制

Ｌ

方
申
憂
裁
、
請
寄
二
知
者

・爾
。
」

と
か
は
、
当
然
上

。

中

。
下
三
品
全
部

に
か

ゝ
る

べ
き
も

の
で
、
中
品

の
み

の
序

と
す

る

の
は
当
ら
な

い
。
従

っ
て
、
序

は

一
纏

に
し
て
上
品

の
前

に
置
く

詩
話
本

の
体
裁
が
恐
ら
く
原
形

に
近

い
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

さ

て

一
段

で
は

（
イ
）
詩

の
起

源

（
口
）
五
言
詩

の
歴
史

（
ハ
）
四
言
詩

五
言
詩

の
優
劣

（
二
）

五
言
詩

の
上

々
な
る
も

の

（
ホ
）

詩

の
数
用

（
へ
）
当
時

の
五
言
詩

の
傾
向

（
卜
）
詩
儡
誕
生

の
由
来

を
叙
し
、

二
段

で
は
用、
妻

ぃ
排
す、
べ、
き、
こ、
ど
を
主

に
、
三
段

で
は

声
律
詩
病

の
重

ん
ず

る
に
当
ら
な

い
こ
と
を
主

に
し
て
構
成

し
て
い
る
。
各
論

の
部
分
で
は
、
上
品

に
十

一
名

（
外
に
古
詩
十
九
首
を
含

む
）
、
中
品

三
十
九
名
、
下
品
七
十

二
名
計
百

二
十

一
名
を
ば
選
定
し
、

こ
れ

に
批
評

を
加

え
て
い
る
。
′

然

ら
ば
新
撰
髄
脳

と
九
品
和
歌

は
如
何
で
あ
ろ
う
か
０
前
者

の
現
行
本
が
零
本
で
あ
ろ
う

と
い
う

こ
と
は
す

で
に
久
松
潜

一
氏

の
指

摘
す

る
所

で
あ

り
、

こ
れ

は
確

論

と
思

わ
れ
る
。

現
行
本

の
髄
脳

の
構
成

は
初

か
ら

「
こ
れ
ら
な

ん
よ
き
歌

の
さ
ま
な
る

べ
き

」
ま
で

が

一
段

で
理
想
的
な
和
歌

を
主

に
述

べ
た
も

の
、

「
こ
と
を
あ
ま
た
あ

る

（
歌
の
病
を
多
く
い
ふ
）

中

に
」
か
ら

「
一
ふ
し
に
て
も

め
づ

ら
し
き

こ
と
ば

を
よ
み

い
で
む

と
思
う

べ
し
」
ま
で
が
第

二
段

で
、
専
ら
歌

病
を
説

い
た
も

の
、

「
古
歌

を
本
文

に
し
て
」
よ
り
以
下



が
三
段
で
主
に
本
歌
取
に
つ
い
て
言
つ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
又
九
品
和
歌
は
詩
品
の
各
論
的
な
部
分
と
同
様
に
■

・
中

。
下
の
三
品

に
分
け
た
も
の
を
更
に
各
品
毎
に
品
定
の
標
準
を
示
し
て
、
′そ
の
標
準
に
か
な
う
歌
二
首
づ
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

今
髄
脳
と
詩
品
序
と
を
圏
点
し
て
お
い
た
所
に
着
目
す
れ
ば
、

「
本
歌
取
」
が
「
用
事
詩
」
に
呼
応
し
、
構
成
の
順
序
が
歌
病
と
前

後
す
る
ち
が
い
こ
そ
あ
れ
、
殆
ど
そ
の
構
成
を
一
に
す
る
と
い
っ
て
よ
い
と
思
う
。
又
九
品
と
詩
品
の
各
論
的
な
部
分
と
を
つ
き
合
せ

る
と
、　
一
は
九
品
、　
一
は
三
品
と
ち
が
い
、　
一
は
和
歌
を
挙
げ

一
は
詩
人
を
挙
げ
た
ち
が
い
こ
そ
あ
れ
、
そ
の
構
造
の
類
似
に
驚
か
ざ

る
を
得
ぬ
。

よ
っ
て
構
成
上
よ
り
見
る
と
、
新
撲
髄
脳
は
詩
品
の
序
に
相
当
し
、
九
品
和
歌
は
詩
品
の
三
品
に
相
当
す
る
と
い
う
見
方
も
成
立
す

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
れ
を
一暴
返
し
す
れ
ば
、
髄
脳
は
九
品
の
前
序
的
性
格
を
持
つ
も
の
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
か
と

思
う
。
従
っ
て
公
任
の
こ
の
二
書
は
詩
品
を
充
分
に
消
化
し
た
の
ち
暗
力
裡
に
こ
れ
に
倣
っ
て
作
っ
た
と
い
う
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
詩

品
を
換
骨
奪
胎
し
た
も
の
と
い
う
と
ひ
ど
く
曲
論
で
あ
ろ
う
か
。

内

容

上

よ

う

の

比

較

（１
）

上
品
の
詩
歌
は
文

（形
式
）
と
質

（
内
容
）
と
の
彬
々
た
る
も
の
で
あ
る
。

言
葉
た
え
に
し
て
あ
ま
り
の
心
さ
え
あ
る
な
り
　
（
九
品
和
歌
上
品
上
）

心
ふ
か
く
姿
き
よ
げ
に
て
心
お
か
し
き
所
あ
る
を
す
ぐ
れ
た
り
と
い
う
べ
し
　
（
新
撰
髄
脳
）

一
日
興
、
一
一日
比
、
〓
一日
賦
。
文
己
墨
而
意
有
レ餘
興
也
。
因
レ物
喩
レ志
比
也
。
直
二書
其
事
一寓
言
窟
ノ物
賦
也
。
弘
二斯
三
義
一酌
而
用
レ之
、幹
レ之
以
ニ

風
力
一、潤
レ之
以
二丹
彩
一、使
下味
レ之
者
無
レ極
、聞
レ之
者
動
ナ
心
。
是
詩
之
至
也
　
（
詩
品
序
）

新
撰
髄
脳
・
九
品
和
歌
と
詩
品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，　
　
　
　
　
一二
〇
五



日
本
文
学
論
攻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇
六

陳
思
王
…
…
骨
氣
奇
高
、
詞
彩
華
茂
、
情
兼
二雅
怨
一、豊
被
二文
質
一、楽
浴
二古
今
一、卓
爾
不
レ案
。
嵯
乎
、
陳
思
之
於
二文
章
一也
、
書
下人
倫
之
有
二月

孔
一、
鱗
羽
之
有
二龍
鳳
一、
音
楽
之
有
二琴
笙
一、
女
工
之
有
中綸
敵
上。
　

（詩
品
上
品
魏
陳
思
玉
植
）

髄
脳
と
九
品
と
で
い
う
所
の
「
心
」
は
内
容
で
あ
り
、　
二
百
葉
」

「
姿
」
は
形
式
を
さ
し
て
い
る
か
ら
、
公
任
は
和
歌
の
理
想
を
内

容
と
形
式
の
調
和
し
て
い
る
所
に
お
い
て
い
る
と
い
え
る
。
然
ら
ば
詩
品
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
比
賦
興
の
程
よ
き
使
用
と
風
力

と
丹
彩
と
を
具
備
し
て
お
る
の
を
以
て
最
上
の
詩
と
見
て
い
る
。
比
賦
興
に
つ
い
て
は
、
古
来
諸
説
紛
々
た
る
所
で
あ
る
が
、
要
す
る

に
主
題
を
如
何
に
表
現
す
る
か
の
方
法
を
い
っ
た
も
の
で
、
形
式
内
容
と
別
け
る
時
は
前
者
に
含
め
ら
れ
る
。
も

っ
と
も
、
序
に
は

若
専
用
二比
興
一、
患
在
二意
深
一、
意
深
則
詞
瞑
。
若
但
用
二賦
證
一、
患
在
二意
浮
一、意
浮
則
文
散
。

と
あ
る
か
ら
、
比
興
賦
は
意
即
ち
内
容
を
指
す
か
の
様
に
も
と
れ
る
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
く
、
比
興
賦
の
表
現
方
法
を
用
い
る
と

内
容
を
或
は
深
遠
に
或
は
浅
薄
に
感
じ
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
比
興
賦
は
則
ち
意
、
内
容
と
は
な
ら
な
い
で
、
矢
張
表
現

形
式
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
る
。
丹
彩
と
は
字
句
上
の
美
即
ち
修
辞
を
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
此
も
形
式
を
意
味
し
て
い

る
と
思
う
。
次
に
風
力
と
は
何
か
。
私
は
文
心
離
龍
に
い
う
風
骨
の
義
に
同
じ
だ
と
考
え
る
。
即
ち
風
骨
第
二
十
八
に
は

詩
絶
・ス
義
一、
風
冠
二其
首
一、
斯
乃
化
感
之
木
源
、
氣
之
符
コ契
志
・也
。
是
以
昭
脹
述
レ情
、
必
始
二乎
風
一、
況
吟
鋪
レ辞
、
莫
レ先
二
於
骨
・。
故
酵

之
待
レ
容
、
如
二證
之
樹
フ骸
、
情
之
含
レ風
、
猶
二形
之
包
ラ氣
。
…
…
故
練
二於
骨
一者
、
析
レ雛
必
精
「
深
二乎
風
一者
、
述
レ情
必
顧
…
…
昔
活
動
錫
レ

魏
、
思
二墓
純
典
一、
翠
才
蠣
レ筆
、
乃
其
骨
髄
峻
也
。
相
如
賦
レ仙
、
氣
琥
凌
レ雲
、
蔚
篤
二辞
宗
一、
洒
其
風
力
遺
也
。

ど
あ
つ
て
、
風
と
情
と
の
不
離

一
体
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
情
に
つ
い
て
は
同
じ
く
離
龍
の
体
性
篇
に

夫
情
動
雨
言
形
、理
装
而
文
見
。
蓋
沿
レ隠
以
至
レ顧
、
因
レ内
而
符
レ外
者
也
。

と
い
っ
て
、
内
容
質
実
に
情
と
理
と
の
二
面
の
あ
る
こ
と
を
明
確
に
説
い
て
い
る
。
故
に
風
力
と
は
内
容
即
ち
質
実
に
つ
い
て
言

っ
た



も
の
に
ま
ち
が
い
は
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
鍾
味
が
最
上
と
す
る
詩
は
、
文
と
質
の
彬
力
た
る
も
の
、
換
言
す
れ
ば
形
式

と
内
容
と
の
調
和
の
と
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
疑
義
は
な
い
。
上
品
で
陳
思
王
の
詩
を
ば
、
人
類
に
周
公
孔
子
あ
る
如
く
、
魚
鳥
に

龍
鳳
と
い
っ
た
存
在
だ
と
い
っ
て
絶
讃
し
て
い
る
の
も
、
つ
ま
り
骨
詞
情
彩
を
兼
ね
て
文
質
彬
々
た
る
が
ゆ
文
で
あ
る
。

さ
て
文
質
彬
た
た
り
得
な
い
時
は
、　
一
体
文
と
質
の
い
づ
れ
を
重
ん
じ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
公
任
は

か
す、
ハ
か
か
ひ、
↑
す、
る、
事
か
か
く、
は
ま、
う
か
を
と
る
べ
し
つ
ひ
に
心
深
か
ら
ず
ば
姿
を
い
た
は
る
べ
し
　
（
新
撰
髄
脳
）

と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
姿
よ
り
も
心
を
重
ん
じ
、
内
容
の
深
さ
の
望
め
な
い
時
に
は
形
式
を
と
っ
た
。
こ
の
点
で
も
詩
品
は
全
く
前
二

書
と
同

一
で
あ
っ
て
、

次
有
二聾
薄
之
徒
・、
笑
二曹
・
劉
一篤
二古
拙
一、
謂
二飽
照
義
皇
上
人
、
謝
眺
今
古
独
歩
・、
而
師
二鯉
照
一、
終
不
レ及
。日
中
市
朝
満
、
學
二謝
眺
一劣
。

（詩
品
序
）

と
い
う
。
曹
植
や
劉
槙
は
上
品
中
で
も
古
今
狭
歩
と
賞
讃
さ
れ
て
お
る
代
表
詩
人
で
あ
り
、
な
か
ん
ず
く
劉
禎
は

使
レ氣
愛
レ奇
、
動
多
二振
絶
、
宣
（骨
凌
レ霜
、
高
風
跨
レ俗
。
但
氣
過
二其
文
・、
離
潤
恨
レ少
。
然
自
二陳
思
一己
下
、
槙
稀
二獨
歩
Ｌ
　
′（
上
品
）

と
評
せ
ら
れ
る
程
に
質
に
於
て
優
る
人
で
あ
る
。
こ
の
人
力
を
吉
拙
と
あ
ざ
わ
ら
う
軽
薄
の
文
士
た
ち
が
理
想
と
慕
テ
の
は
、
鍾
蝶
が

至
二平
上
去
入
・則
余
病
レ未
レ能
。
蜂
腰
鶴
漆
、
間
里
己
具
。

と
斥
け
き
ら
う
四
声
力
律
派
の
謝
眺
た
ち
で
あ
る
。
彼
等
は
時
代
の
浪
に
乗
っ
て
形
式

（一塁
「
の
み
）

の
唯
美
を
追
う
人
た
ち
が
崇
敬

す
る
所
で
あ
る
か
ら
、
鍾
喋
が
時
弊
を
矯
め
る
上
か
ら
意
識
的
に
強
調
し
た
点
も
あ

っ
た
ろ
う
が
、
兎
に
角
、
文
よ
り
ヽ
質
を
重
ん

じ
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
で
も
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
さ
て
劉
禎
の
後
に
王
癸
を
上
品
に
加
え
て

「
文
秀
両
質
晟
」
と
品
定
し
て
い

る
。
こ
れ
は
ま
た
、
質
が
も
し
も
望
め
な
い
時
に
は
文
に
ま
さ
る
も
の
を
取
る
と
い
う
こ
と
を
ば
、
新
撰
髄
脳
ほ
ど
に
明
確
で
は
な
い

新
撰
髄
脳
。
九
品
和
歌
と
詩
品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇
七



三
〇
八

日
本
文
学
論
致

が
順
位
づ
け
た
も
の
と
考
え
る
。

・

（２
）

性
情
を
素
直
に
詠
ん
だ
も
の
を
よ
じ
と
す
る

事
多
く
添
く
さ
り
て
や
と
見
ゆ
る
が
い
と
わ
ろ
き
な
り

一
筋
に
す
く
よ
か
に
な
ん
よ
む
べ
き

　
（
髄
脳
）

氣
之
動
レ物
、
物
之
感
レ人
。
故
揺
「蕩
性
情
一、
形
二諸
舞
詠
一、
照
ヨ燭
三
才
ヽ
暉
一
麗
萬
有
・、
塞
祗
待
レ之
以
致
レ饗
、
幽
微
霜
レ之
以
二昭
告
一。
動
二天

地
・惑
二鬼
紳
一、
莫
レ近
二於
詩
一。
　

（詩
品
序
）

凡
斯
種
種
、
感
「
湯
ら
塾
・非
レ陳
レ詩
、
何
以
展
二其
義

。
非
二
長
歌
ヽ

何
班
跡
・ま
（怪
・ｏ
故
日
、
詩
可
二以
薬
一、
可
二以
怨
・、
使
二窮
レ鹿
易
レ安
、

幽
居
靡
′悶
、
莫
レ省
二於
詩
一実
　
（
〃
〃
）

夫
島
詞
比
事
、
乃
篤
二通
談
一。
…
…
至
二乎
吟
ヨ
詠
情
性
・、
亦
何
貴
二於
用
事
・。
圏
二古
今
勝
語
・、
多
非
二補
侵
・、
皆
由
二直
尋
・。

新
撲
髄
脳
で
は
和
歌
の
本
質
論
に
調
れ
て
は
い
な
い
が
、
古
今
集
を
奉
ず
る
公
任
で
あ
る
か
ら
、
古
今
集
真
名
序
に
述
べ
て
い
る
詩

歌
の
本
質
論
の

大
和、
ぉ
者、
諮
二
其、
根、
ハ
心
地、
一、
魯
二
其、
華、
於、
訃
林、
一者、
也、
。人
之
在
レ
世
、
不
レ
能
レ無
レ
篤
。
思
慮
易
レ
遷
、哀。
無
静
舞
、
藤
生。
二於。
志。
一。
諦
滲
二籐
計
一。
是

以
逸
者
其
馨
築
、
怨
者
其
吟
悲
、
可
二以
述
レ懐
、
可
二以
破
ラ憤
。

を
是
認
し
た
上
で
の
立
言
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
誤
り
は
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
推
せ
ば
公
任
は
、
和
歌
は
性
情
の
ま
ゝ

に
素
直
に
詠
む
べ
き
も
の
と
定
め
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
所
で
鍾
喋
は
前
に
あ
げ
た
例
で
明
か
な
通
り
、
詩
は
性
情
を
揺
蕩
し
、
鵬

せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
ろ
し
く
性
情
の
ま
ゝ
に
素
直
に
吟
詠
す
る
の
が
よ
い
の
だ
と
す
る
。
こ
れ
は
と
も
に
次
に
述
べ
る
用
事
過

多
の
時
弊
を
矯
め
る
た
め
に
詩
歌
の
出
発
に
出
戻
れ
と
い
う
の
で
も
あ
ろ
う
。
い
づ
れ
に
し
ろ
相
似
の
言
に
驚
く
。

（３
）

用
事
の
過
多
を
排
す



古
歌
を
本
文
に
し
て
よ
め
る
事
あ
り
そ
れ
は
い
う
べ
か
ら
ず
す
べ
て
わ
れ
は
お
ぼ
え
た
り
と
も
お
も
ひ
た
り
と
も
人
の
心
得
が
た
き
事
は
か
ひ
な
く

な
ん
あ
る
　
（新
撰
髄
脳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

若
乃
紅
国
文
符
、
應
レ資
二博
古
■
撰
徳
駁
奏
、
宜
レ窮
二往
烈
・。
至
二乎
吟
二詠
情
性
・、
亦
何
貴
二於
用
事
・。
　
（詩
品
序
）

髄
脳
で
は
吉
歌
を
ふ
ま
え
た
和
歌
、
即
ち
本
歌
取
の
歌
は
、
相
手
の
理
解
の
可
能
も
不
可
能
も
考
え
な
い
独
り
よ
が
り
で
、
衛
学
的

な
悪
趣
味
で
あ
る
か
ら
詠
む
ま
じ
き
も
の
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
点
詩
品
も
全
く
同

一
で
あ

っ
て
、
経
国
の
文
章
や
撰
徳
駁
奏
の
文

な
ら
ば
、
経
史
に
典
拠
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
が
、
情
性
を
吟
詠
す
る
所
の
詩
に
何
で
用
事
の
必
要
が
あ
ろ
う
か
。

「
思
レ君
如
二流
水
己

や

「
高
台
多
二悲
風
こ

は
、
た
だ
日
に
ふ
れ
て
感
じ
た
ま
ゝ
を
う
た
っ
た
ま
で
、

「
清
晨
登
二朧
首
Ｌ

や

「
明
月
昭
二積
雪
Ｌ

に
は
何

の
故
事
も
典
拠
も
な
い
。
古
今
の
勝
語
は
皆
性
情
を
素
直
に
詠

っ
た
に
過
ぎ
ず
、
，大
抵
古
典
や
古
詩
か
ら
の
仮
り
も
の
で
は
な
い
。
ゆ

えヽ
に近

任
防
・
王
元
長
等
、
騨
不
レ貴
レ奇
、
競
須
二新
事
一。
　

（序
）

任
防
博
物
、
動
靴
用
レ事
、
所
以
不
レ得
レ奇
。
少
年
十
子
、
数
二其
如

，此
弊
也
　
（中
品
、
梁
太
常
任
防
）

と
難
ず
る
も
の
、
皆
こ
の
用
事
過
多
な
当
時
の
詩
弊
を
矯
め
ん
と
す
る
に
外
な
ら
ぬ
。
そ
う
は
謂
う
も
の
ゝ
鍾
喋
は
用
事
を
全
面
的
に

排
除
し
よ
う
と
す
る
の
で
な
い
こ
と
は
、
用
事
の
過
多
を
戒
み
た
直
ぐ
後
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

但
自
然
英
旨
、
竿
値
二其
人
Ｌ
詞
訊
失
レ高
、
則
宣
加
二事
義
Ｌ
雖
二謝
天
才
・、
■
表
二学
問
・亦
一
理
乎
。
　
（詩
品
序
）

と
い
っ
て
い
る
。
性
情
を
直
専
す
る
興
趣
あ
る
詩
は
高
人
に
望
ま
れ
ぬ
か
ら
、
そ
こ
に
事
義

（
用
事
）
の
必
要
が
生
じ
て
ぐ
る
。
す
な

わ
ち
、
謝
霊
運
の
よ
う
な
天
才
詩
人
に
於
て
さ
え
、
事
義
に
よ
っ
て
学
問
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
の
も
こ
の
ゆ
え
で
あ
る
と
い
う
。
要

す
る
に
鍾
峡
は
用
事
を

一
応
は
承
認
し
つ
ゝ
、
し
か
も

新
撰
髄
脳
ｏ
九
品
和
歌
と
詩
品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇
九



日
本
文
学
論
孜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
〇

遂
乃
句
無
二虚
語
一、
語
無
二虚
字
”、
拘
攣
補
納
、
轟
文
己
甚
。

と
い
う
よ
う
な
極
端
な
そ
の
濫
用
を
斥
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
４
）

病
に
つ
い
て

一
字
二
字
の
あ
ま
り
た
り
と
も
う
ち
ょ
む
に
例
に
た
が
は
ね
ば
く
せ
と
せ
ず

こ
と
あ
ま
た
あ
る
中
に
（
校
本
に
は
「
歌
の
病
を
多
く
い
ふ
中
に
」
と
傍
記
す
）
む
ね
と
さ
る
べ
き
事
は
二
所
に
お
な
じ
事
の
あ
る
也
心
こ
と
な
る
は
去

る
べ
か
ら
ず
こ
と
ば
こ
と
な
れ
ど
も
同
じ
き
は
捨
去
る
べ
し

叉
ふ
た
句
に
末
に
同
字
あ
る
は
世
の
人
み
な
去
物
な
り
句
の
末
に
あ
ら
ね
共
こ
と
ば
の
末
に
あ
る
は
耳
に
と
ヾ
ま
り
て
な
む
き
こ
び
る

句
を
へ
だ
た
ら
で
も
さ
ら
ざ
ら
む
よ
り
は
お
と
り
て
き
こ
ゆ
る
物
也

《
校
定
本
に
は
橋
本
本

・
深
秘
抄
本

・
歌
学
大
系
本
に
な
い
と
こ
と
わ
っ
て
、

次
の
六
十
五
字
を
続
群
書
類
従
本
に
従
っ
て
加
え
て
い
る
。

（此
義
は
初
旬
と
第
二
の
句
の
末
の
同
じ
字
は
さ
の
み
の
病
な
ら
ず
句
を
へ
た
て
ヽ
第

一
の
句
の
末
第
二
の
句
の
末
の
同
字
を
禁
す
る
こ
と
は
也
第
三
の
句
の
末
の
字
本
韻
也
）
》

′齊
有
二王
元
長
者

，。
嘗
謂
レ余
云
。
宮
商
二
儀
倶
生
…
Ｉ
王
元
長
創
二其
首
ヽ

謝
跳
沈
約
揚
二其
波
・。
三
賢
或
貴
公
子
孫
。
幼
有
二文
罪

。
於
レ是
士

流
景
慕
、
務
篤
二精
密
一、
襲
積
細
微
、
専
相
凌
架
。
故
使
下
文
多
二拘
忌
・、
傷
中
其
真
美
礼

余
謂
、
文
製
本
須
二諷
讀
一、
不
レ
可
二塞
磯
一。
但
令
二
清

濁
通
流
、
口
吻
調
利
・、
斯
篤
レ足
実
。
至
二平
上
去
入
・、
則
余
病
レ未
レ能
。
蜂
腰
鶴
膝
間
里
己
具
。
故
三
祀
之
詞
、
文
或
不
レ
エ
。
而
韻
入
二歌
唱
一。

此
重
二
日
韻
・之
義
也
。
興
三
世
之
言
二宮
商
・異
実
。
今
既
不
レ備
二管
絃
一。
亦
何
取
二於
馨
律
・耶
。

（序
）

右
の
文
か
ら
す
る
と
、
い
か
に
も
公
任
と
鍾
際
の
詩
歌
の
病
に
関
す
る
考
が
対
立
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
即
ち
こ
ゝ
だ
け
の
文
か

ら
す
る
と
、
公
任
は
表
現
上
で
和
歌
の
病
を
認
め
、
鍾
喋
は
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
鍾
際
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
「
謝
眺
沈

約
王
融
ら
の
創
始
し
た
四
声
応
用
の
声
律
詩
は
、
近
頃
大
流
行
す
る
も
の
ゝ
、
詩
病
を
説
い
て
詩
本
来
の
よ
さ
を
傷
け
て
い
る
」
。
詩



は
元
来
諷
読

（
誦
）
す
べ
き
も
の
で
、
歌
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
０
若
し
歌
わ
れ
る
も
の
、
即
ち
楽
歌
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
な
ら
ば

音
韻
を
調
え
る
と
い
う
必
要
も
あ
ろ
う
が
、
今
の
よ
う
に
た
ゞ
暗
誦
さ
れ
る
だ
け
の
詩
に
何
で
声
律
を
八
ケ
間
敷
く
い
う
意
味
が
あ
ろ

う
か
。
要
は
た
ゞ
目
誦
し
て
流
場
で
あ
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
。

平
上
去
入

は
自
分
に
は
分
ら
な

い
が
、
蜂
腰

（第
五
字
と
第
十
五
字
と
同

声
な
る
を
得
ず
）
鶴
膝

（同
一
句
内
で
第
二
字
と
第
五
字
と
は
同
声
な
る
を
得
ぬ
）
な
ど
は
、
つ
ま
り
田
合
も
の
ゝ
い
う
事
で
あ
る
と
い
っ
て

声
律
詩
病
に
反
激
し
て
い
る
。
こ
れ
は
公
任
が
「
一
首
の
歌
の
中
で
同
じ
こ
と
ば
を
二
渡
つ
か
っ
て
は
な
ら
ぬ
」
「
第
一
句
末
と
第
二

句
末
の
同
字
は
病
」
「
第

一
句
末
と
第
三
句
末
の
同
字
は
Ｅ
病
」
な
ど
と
い
っ
て
、
和
歌
の
病
を
認
め
る
の
と
全
く
反
対
の
考
え
方

で
、
寧
ろ
公
任
の
歌
病
は
沈
約
た
ち
の
詩
病
に
類
似
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

然
し
、
私
は
こ
う
思
う
。
鍾
際
の
真
意
は
詩
病
悉
く
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
く
て
、
自
然
に
備
わ
る
声
律
の
美
―
―
そ
れ
を
ね
ら

う
声
律
詩
は
寧
ろ
肯
定
し
て
い
る
の
だ
と
。
そ
の
証
拠
に
こ
の
派
の
始
祀
と
も
い
う
べ
〓
沈
約
や
謝
眺
ら
を
ば
中
品
の
列
に
加
え
て
い

る
し
、
特
に
鍾
喋
は
こ
の
書
で
沈
約
に
対
す
る
私
憾
を
は
ら
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
な
お
さ
ら
沈
約
謝
眺
ら
を
下
品
に

お
と
す
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
中
品
に
加
え
た
所
に
声
律
に
対
す
る
彼
の
真
意
が
那
辺
に
あ
る
か
を
窺
い
得
る
と
思
う
ｏ
・

つ
ま
り
、
こ
ゝ
で
も
鍾
喋
の
意
図
は
謝
眺
や
沈
約
の
唱
え
る
声
律
詩
に
徒
ら
に
世
和
雷
同
す
る
軽
薄
な
時
人
の
弊
を
矯
め
よ
う
と
す

る
所
に
あ
る
こ
と
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，

こ
の
見
方
が
許
心
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
公
任
と
鍾
喋
の
意
見
は
必
ず
し
も
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

否
、
寧
ろ
鐘
嘆
さ
え
も
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
沈
約
ら
の
詩
病
を
ば
公
任
は
自
家
薬
籠
中
の
も
の
に
し
、
そ
の
上
に
立
っ
て
歌
病
を

説
い
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

新
撰
髄
脳
。
九
品
和
歌
と
詩
品

〓
一
一
一



日
本
文
学
論
孜

〓
一
一
二

以
上
、
新
撰
髄
脳
や
九
品
和
歌
と
詩
品
と
の
性
格
と
、
構
成
及
び
内
容
の
三
方
面
か
ら
検
討
し
て
ぐ
る
と
、
こ
れ
ら
の
間
に
は
仲
々

密
接
な
つ
な
が
り
の
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
勿
諭
公
任
が
詩
品
を
全
的
に
学
び
取
っ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、

例
え
ば
九
品
の
上
品
上
に

こ
れ

は
言
葉

た

へ
に
し

て
あ

ま
り

に
心

さ

へ
あ

る
也

と
あ
る
の
や
、
又
上
品
中

に

ほ
ど
う
る
は
し
く
て
あ
ま
り
の
心
あ
る
な
り

と
あ
り
、

「
あ
ま
り
の
心
」
す
な
わ
ち
、
余
情
を
強
調
し
て
い
る
の
で
も
自
ら
明
瞭

で
あ
ろ
う
と
思
う
。

結
局
、
公
Ｉ
は
当
代
第

一
級

の
歌
人
で
あ
り
和
歌
評
論
家

で
あ
り
、
又
和
漢
朗
詠
集
を
撰
す
る
ほ
ど
の
該
博
な
大
陸
文
学

の
理
解
者

で
あ
る
。
従

っ
て
、

こ
の
二
書
を
撰
す
る
に
当

っ
て
彼
我
前
代

の
詩
歌
論
は
悉
く
参
考
に
し
て
い
よ
う
が
、
特

に
中
国
最
初
の
詩
評

で

あ
る
詩
品
を
も
熟
読
玩
味
し
い
そ
の
う
ら
づ
け
を
得
て

一
層
自
信
を
以
て
こ
の
二
書
を
も

の
し
た
も

の
と
考
え
る
。


